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静岡市のJ1!方夙に閃すき一考察

佐 Q念航三

害事岡市附t江の地方貝につけては金罪、禽自P.宇都慶三sr商代の調
査になる ‘静岡市内における風向の分布'な昌幸E文力l'd)リス殉んど
同じよヴな目的で調査FれT:穣原盟主米1¥.の・官静岡市内民と触れにづ

I Jて"なる設省 t;j可る.これらは何十tも伺市附1且に，tt筆史的多くの亀毘

;ß')~ 芝設けて岡崎司U'l~ 実施 L 主として風向れの布を掛じたもので

柄。これは対して筆者 Iif.静岡市内の-::t~'CI ià 静岡品1におけ
る1せよ風向仁鎖反風向との同盟量注調理佳 Ltこ11'5:こに?の綴処置注:

べt::I Iと思う.鋼査資料ItBl1粗24'年(949)-年間にち、ける毎日午

前9時及午畠 95奇に観測ポれた静岡測候閉め従主風間と同時書')1:h、

nる中央気象邑務行の天気図によヲて静岡R.Aる等圧線内定向かう
傾東貝伺 Eま受取リ両省琶な較統計 LT.:のである e ヲナー図及オユ国 l孟

夫Q四季に-?)-ITてまとめた静岡fごおける傾1夏風向図乙m上風向図で
各方白の頻度芭各牟軍事 4こ長ける金瀕Jlの 10011卒で教わして~}る.

Jj!上風向。):&多頻度 l武春jtN~lt EN E 秩I~NN Eネ lまWで一年'ff

E重じて IctE N E 乃r最多と~ヲて υ .e o'又鎖反A伺の最多頻度lま‘，.

N N EJlI正S枚 Id:E君子l孟Nでー与を1亘じてのiii多頒l!tl主Nである.
1 )ま日召相 24ヰにおける 36;Sx 2=730四の個々につけて傾良風陶
1:対する地主風向の備リ角(偽角め余負}宝新昔Tし七結果(;矢尻)
を図示してみると芳3図の叩くもia，

傾皮風向 N NNE NE ENE 。E ESE 5E SSE 

t局 角 45プ 33B' 30.8" 33.3' 58.5' 682' 59.4' 788' 

f唄皮風向 S SSW 5 W . 'NS'N W IJt.JW N W NNW平均

4昂 角 61.9 15.¥3 17.1 36.6 46，6 5.4- 24.5 734-43.6 
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i也与と庫H再l萱(%)静岡
{芳 2図〕 白。
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これ E去の給泉 主無視するヒ静岡測候所lこsf・て1;1;ENE..JNE， SSW~ S 

SE方伺の地上

胃、1:1:oI:芝草iZそれらは移 くENEの風となって現われる SL いこヒ l主

静岡市のSE方数約 1こ位置する有il1r.l圭L泰志308

ヘ週必吋f+8m)JJZA4言で志 ろう ‘苦手間附l!i:のj¥'l貫主主見ると厳
一 一一 一一二一河湾 i~ か とよ I! t量時 lこ続く 山地の南 IØOUA づてi費木

市吉越え、 史lご宿T昔;丘陵の北1ft'l1;.抜けて前1m!1: iI 

する ENEへNEかSSWS~SWIこ白 う JL ート 1. Ji!. t11i 
{うす三国〉

リ易 く、ENE-NEの貝は鰐簡で 古来 つジカゼ (富 士風 )とL... t空白S

S5Vl~ S の 地上 恩 10;主として更の海底 ?である.

及 lf'v，lNW-Wの風が非常c口1):5-~いことが鶏われる。.1 

れているものである.

昆でもif.i越の謹也によって5E方危1か旨 は吹き縫い。 w方伺の地よ風
1;1; ~の主風であリ冬の傾Jt~ ~日の頻度がN~Nl'Æに 丈 きいことずら巻

えると 偏 リ角 が‘可成リ 1ニスき くなって村リ、 これはJl'l~~の影 響~. 1&' 

4 

、，

.J 

Lい己 しいこと荏 示 して いる 、

， 宇 i主主主峠の鈴

却 さ械 17て吹 き滋 Uて来る 止めに静岡マ IJ:@ 寄 り の ~γ 卓越 する結

こも!こ;主目すべきこ とが高

え~ :; <葵ネヰ川の沢民に ，Eうて吹き除リるものが、

jf ~1 回今関来 となるのであろ う.
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.Q .雪 tこな.，.Jl' I志 向1の領皮骨布と地」ニ風間の鮪摩分布ヒ"".3Dまリ温

っておと主ずff盟主多角度J;[伺れも丈体NIこなづているのに会1こ"，前述

• 何故‘巻ヒ~とでこのような J! l、が現れる

ので高ろう小。

等圧殺の走伺と j~ 上恩伺とのなす角 l苫

直待気圧傾N.の大，¥、12よって変づてくる ものでないことは理論上BJ1

FであるがJ号寄与の気圧傾皮が犬王丸 1;1'当然それに伴うて恩返も噌穴

するがら上唇風 Ot!l上風|こ対 I寸る意味であって畠屠風で1.ない)が

本州中部の品唆な詩山町止を吹き;)tiす場会!こ於11るj翼下蜘!のう来線は一

般じ春季よリも冬舎に於げるものの方が大きく幽リその結果等J.U県

も乏んでく夕方、広務岡 H惜の色静的の等圧維の走的は71'5図めよう

lこな ，)通常の夫気図に治ずれている tのと 1;1契っている ftFで1ii'J 

犬京国上小出 Nヒ読み取うれた冬季の偽度風向ほ奇静的lご1;)N ¥1/認

定になっているも のが多いので 1..あるまいが.

語、〈解釈すれIt冬季の邑風従づて昆掛け上

偏角が大きくなっていゐことも説明がづくので

ある.実 f?lt 了は 春季ヒ王子雪さに於~ J寸る N方向の上

署員壇のオ目埠と3田部どの関係.，-is務的の気圧IIil

置にど:の3呈度の4日興;E，且わずかを4自主算可ゐdh舎

があろう.
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